
同窓会報
～会報でつなぐ同窓の絆～

第10号
令和４年８月４日

同窓会会員数　38,694人
在籍生徒数　 795人

長 岡 高 等 女 学 校 ・ 研 究 科 ・
長 岡 女 子 高 等 学 校
併設中学校・高等学校定時制・
第 二 長 岡 高 等 学 校 同窓会バナーより同窓会

ページにお進みください。
（大手高校ＨＰに進みます）

題字：田中　愛子
（女40回）

長 岡 高 等 学 校 研 究 科等 女 学 研

新潟県立長岡大手
高等学校　同窓会

長岡高等女学校、研究科、長岡女子高等学校、併設中学校、高等学校定時制、第二長岡高等学校、長岡大手高等学校

〔事務局受付時間〕　月・水・金曜日　10:00 ～ 13:00　不在の際は留守番電話をご利用ください。

2022年（令和4年）総会ご案内（予定）
日時：令和４年10月15日㈯　午後１時～（受付　午後12時45分～）
会場：シティホールプラザ　アオーレ長岡
　　　新潟県長岡市大手通１－4－10 TEL：0258-39-2500

〈総会終了後、120周年記念式典、講演会、祝賀会を行います（予定）〉
●記 念 式 典　　アオーレ長岡　午後２時～（受付　午後１時40分）
●記念講演会　　アオーレ長岡　午後３時30分～午後４時30分
　長岡大手高校ダンス部、書道部、音楽部のパフォーマンスも予定しております。
●記念祝賀会　　長岡グランドホテル　午後５時30分～（受付　午後５時～）
　　　　　　　　新潟県長岡市東坂之上町１－２－１　TEL0258ｰ33ｰ2100
　　　　　　　　祝賀会費：10,000円

　　　※同窓会の懇親会は記念祝賀会に代えて開催いたします。

同封のハガキまたは電子メールにてお申込み下さい。お申込み方法は、ハガキ表面をご覧下さい。
「記念祝賀会」に申し込まれた方には改めて「ご案内」と「振込用紙」をお送りします。
電子メールで御返信の方は、氏名・卒回・出欠の有無を記入して御返信下さい。
E-mail：ohtedousoukai@eagle.ocn.ne.jp　右記のQRコードより、簡単にアクセスできます。

校舎西側壁面には懸垂幕、生徒玄関には横断幕が掲げられています。

アオーレ長岡



　　

同
窓
生
の
皆
様
、お
変
わ
り
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

会
報
「
夢
10
号
」
発
行
に
際
し
、
多
く
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
報
の
発
送
費
に
充
当
さ
れ
て
お
り
ま
す
「
発
行
協
力
金
」
に
も
毎
回
ご
賛
同
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
四
月
よ
り
、
同
窓
で
あ
る
山
本
久
（
全
三
二
回
卒
）
校
長
に
代
わ
り
佐
藤
一
彦
新

校
長
を
お
迎
え
し
、
母
校
も
新
た
な
歴
史
を
歩
ん
で
行
き
ま
す
。

　

主
題
に
あ
る
よ
う
に
、
本
年
長
岡
大
手
高
校
は
百
二
十
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
の
記
念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
記
念
式
典
や
祝
賀
会
の
日
に
ち
が
令
和
四
年
十
月
十

五
日
と
定
ま
り
ま
し
た
。
同
窓
会
が
主
体
と
な
り
、
学
校
・
後
援
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
と
も
に

実
施
に
向
け
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
コ
ロ
ナ
渦
の
中
、
先
の
見
通
せ
な
い
状
況
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
実
施
を
前
提
に
事
業
成
功
の
た
め
の
募
金
活
動
や
式
典
等
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
が
、
こ
れ
か
ら
の
生
徒
た
ち
に
実
り
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
り
ま
す
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　

何
と
い
っ
て
も
、
主
役
は
「
母
校
と
生
徒
達
」
で
す
。
当
日
は
ア
オ
ー
レ
長
岡
に
て
、

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
る
式
典
、
生
徒
た
ち
の
活
気
あ
ふ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

さ
ら
に
同
窓
の
西
茂
弘
氏
（
全
三
一
回
卒
）
の
希
望
に
満
ち
た
講
演
を
お
聞
き
し
、
多
く
の

方
々
と
生
徒
が
思
い
出
に
残
る
一
日
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
（
人
と
人
と
が
触
れ
合
う
当
然
の
日
常
を
戻
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
）

　

本
誌
記
載
の
先
輩
、
後
輩
達
の
寄
稿
文
に
は
こ
れ
ま
で
の
長
岡
大
手
高
校
の
歴
史
や
伝

統
、
当
時
の
校
風
等
が
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
「
済
美
の
心
」
を
尊
重
し
、
「
大

手
高
校
ら
し
さ
」
を
見
落
と
さ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
母
校
が
母
校
ら
し
さ
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
同
窓
会
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
次
第
で
す
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
男
女
共
学
初
年
度
に
入
学
し
ま
し
た
。
男
子
の
部
活
動
も
新

設
さ
れ
、
そ
の
中
で
野
球
部
の
立
ち
上
げ
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
仲
間
（
当
時
八
名
）

の
一
人
が
、
昨
年
難
病
と
闘
い
な
が
ら
亡
く
な
り
ま
し
た
。
高
校
時
代
を
振
り
返
え
る
と

い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
が
、
彼
を
偲
び
な
が
ら
同
窓
会
の
職
務
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
が
皆
様
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、
生
徒
の
健
全
育
成
の
た
め
に

全
力
で
支
援
を
続
け
る
べ
く
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
皆
様
、
百
二
十
周
年
記
念
式
典
会
場
で
お
会
い
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
四
年
四
月
一
日
付
で
第
三
十
六
代
校
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
校
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
年
）
古
志
郡
立
長
岡
高
等
女
学
校
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
年
）
に
は
新
潟
県
立
長
岡
大
手
高
等
学
校
と

改
称
し
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
本
年
で
百
二
十
年
周
年
を
迎
え
る
県
内
屈
指
の
伝
統
校
で

す
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
次
男
が
か
つ
て
本
校
附
属
幼
稚
園
に
三
年
間
在
籍
し
て
お
り
、

体
育
祭
や
済
美
祭
な
ど
で
は
保
護
者
と
し
て
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
懐

か
し
さ
と
と
も
に
緊
張
感
を
持
っ
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
因
み
に
、
本
校
の
附
属
幼
稚
園

は
昭
和
十
九
年
か
ら
平
成
十
二
年
ま
で
、
約
五
十
六
年
に
及
ぶ
歴
史
を
持
ち
、
二
二
九
八

人
の
卒
園
生
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
目
標
を
、｢

一 

自
主
・
自
律
の
精
神
を
養
い
、
連
帯
意
識
を
高
め
る
。
二 

気
力
・

体
力
の
充
実
を
図
り
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
。
三 

学
力
や
技
能
を
高
め
る
と
と
も
に
、
進

路
希
望
を
達
成
さ
せ
る
。 

」
と
し
て
、
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
一
、

三
学
年
が
普
通
科
六
学
級
・
家
政
科
一
学
級
、
二
学
年
が
普
通
科
五
学
級
・
家
政
科
一
学

級
で
構
成
し
、
家
政
科
は
県
内
唯
一
の
特
色
あ
る
学
科
で
す
。
令
和
四
年
三
月
卒
業
生
の

主
な
進
路
先
は
、
東
北
大
学
、
筑
波
大
学
、
金
沢
大
学
、
新
潟
大
学
、
新
潟
県
立
大
学
、

立
教
大
学
、明
治
大
学
、東
京
家
政
大
学
な
ど
で
す
。
な
お
、大
学
等
進
学
率
は
八
二･

一
％
、

大
学
等
進
学
達
成
率
は
九
六･

一
％
で
し
た
。

　

生
徒
は
通
常
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
運
動
部
、
文
化
部
と
も
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
令
和
三
年
度
は
水
泳
部
、
陸
上
競
技
部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、

文
学
部
な
ど
が
全
国
大
会
や
北
信
越
大
会
に
出
場
し
、
令
和
四
年
度
に
つ
い
て
は
、
六

月
ま
で
で
、
陸
上
競
技
部
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
六
日
の
入
学
式
で
は
、
二
百
八
十
三
人
の
新
入
生
に
対
し
て
「
令
和
三
年
度
末
で
、

卒
業
生
は
三
万
八
千
人
を
超
え
、
県
内
外
や
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
優
秀
な
卒
業
生
を
多
数
輩
出
し
て
い
る
本
校
に
入
学
し
た
こ
と
に
誇

り
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。
生
徒
玄
関
を
入
る
と
、
元
同
窓
会
長
の

田
中
玉
蘭
先
生
が
書
か
れ
た
、｢

夢｣

と｢

済
美｣

の
大
き
な
額
が
目
に
入
り
ま
す
。
入
学
し

て
く
る
生
徒
た
ち
が
、
済
美
の
精
神
で
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
近
づ
き
、
将
来
、
生
徒
た
ち
が

描
い
た
夢
が
現
実
の
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
本
文
の
表
題
は
創

立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
と
良
き
伝
統
を
礎
と
し
て
、
校
歌
に
あ
る
「
は
る
か

天
体
の
曲
に
相
和
し
跳
る
」
生
徒
を
育
成
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
皆
様
の
厚
い
信
頼
と
ご

期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
教
育
活
動
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援

賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

夢
を
カ
タ
チ
に
、
想
い
を
明
日
へ

長
岡
大
手
高
等
学
校
長
　
佐
　
藤
　
一
　
彦

ご
挨
拶

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
開
催
に
向
け
て

長
岡
大
手
高
等
学
校
同
窓
会
長
　
島
　
津
　
太
　
志

（
全
二
九
回
）
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科 卒業者
４年制大学 短期大学

専修学校 就　職 その他 
（受験準備等）国公立 私　立 計 公　立 私　立 計

令和４年 
3 月卒

普通科
（６クラス）

233 83 116 199 0 4 4 21 1 8
（％） 35.6 49.8 85.4 0.0 1.7 1.7 9.0 0.4 3.4 

家政科
40 0 9 9 0 12 12 16 1 2

（％） 0.0 22.5 22.5 0.0 30.0 30.0 40.0 2.5 5.0 

合計
273 83 125 208 0 16 16 37 2 10
（％） 30.4 45.8 76.2 0.0 5.9 5.9 13.6 0.7 3.7 

令和３年 
3 月卒

普通科
（６クラス）

232 91 95 186 2 4 6 22 4 14
（％） 39.2 40.9 80.2 0.9 1.7 2.6 9.5 1.7 6.0 

家政科
39 1 8 9 0 4 4 23 1 2

（％） 2.6 20.5 23.1 0.0 10.3 10.3 59.0 2.6 5.1 

合計
271 92 103 195 2 8 10 45 5 16
（％） 33.9 38.0 72.0 0.7 3.0 3.7 16.6 1.8 5.9 

令和２年 
3 月卒

普通科
（６クラス）

236 52 122 174 1 4 5 39 6 12
（％） 22.0 51.7 73.7 0.4 1.7 2.1 16.5 2.5 5.1 

家政科
40 0 6 6 0 11 11 21 0 2

（％） 0.0 15.0 15.0 0.0 27.5 27.5 52.5 0.0 5.0 

合計
276 52 128 180 1 15 16 60 6 14
（％） 18.8 46.4 65.2 0.4 5.4 5.8 21.7 2.2 5.1 

平成 31 年 
3 月卒

普通科
（６クラス）

235 70 101 171 0 3 3 26 3 32
（％） 29.8 43.0 72.8 0.0 1.3 1.3 11.1 1.3 13.6 

家政科
39 0 9 9 0 4 4 23 3 0

（％） 0.0 23.1 23.1 0.0 10.3 10.3 59.0 7.7 0.0 

合計
274 70 110 180 0 7 7 49 6 32
（％） 25.5 40.1 65.7 0.0 2.6 2.6 17.9 2.2 11.7 

平成 30 年 
3 月卒

普通科
（６クラス）

224 60 103 163 1 7 8 24 4 24
（％） 26.8 46.0 72.8 0.4 3.1 3.6 10.7 1.8 10.7 

家政科
40 1 8 9 0 10 10 20 1 0

（％） 2.5 20.0 22.5 0.0 25.0 25.0 50.0 2.5 0.0 

合計
264 61 111 172 1 17 18 44 5 24
（％） 23.1 42.0 65.2 0.4 6.4 6.8 16.7 1.9 9.1 

学 校 名 R2.3 卒業 R3.3 卒業 R4.3 卒業
国　公　立　大　学

新 潟 大 学 16 37 22
長岡技術科学大学 4
上越教育大学 2 1 5
新潟県立大学 8 20 14
新潟県立看護大学 2 4 2
長岡造形大学 4 2
秋 田 大 学 2 2
山 形 大 学 7 7
岩 手 大 学 1
宮城教育大学
東 北 大 学 1 1 1
福 島 大 学 2 1
群 馬 大 学 1 1 1
筑 波 大 学 1
宇 都 宮 大 学 1
埼 玉 大 学 2 3 3
千 葉 大 学 2 1 2
東京学芸大学 1 1
横浜国立大学 2
富 山 大 学 1 3
金 沢 大 学 1 1
山 梨 大 学 1
信 州 大 学 1 1 3
大阪教育大学 2
鹿屋体育大学 2
青森公立大学 1
岩手県立大学 1
宮 城 大 学 1
秋田県立大学 1
山形県立米沢栄養大学 1 2
山形県立保健医大 1

学 校 名 R2.3 卒業 R3.3 卒業 R4.3 卒業
会 津 大 学 1
高崎経済大学 3 2 5
群馬県立女子大学 1 1
群馬県立県民健康科学大学 2
前橋工科大学 2
富山県立大学 1
横浜市立大学 2
東京都立大学 1 1
埼玉県立大学 2 1 1
神奈川県立保健福祉大学 1
都留文科大学 1 1
長 野 大 学 4 1
長野県立大学 1
奈良県立大学 1
国公立大学合計 55 103 92

私　立　大　学
敬和学園大学 1 4
長 岡 大 学 4 3 3
長岡崇徳大学 1 4 5
新潟医療福祉大学 22 16 28
新潟経営大学 1 1
新潟工科大学 8 4 14
新潟国際情報大学 4 12 5
新潟産業大学 1
日本歯科大学新潟生命歯学部 2
新潟青陵大学 7 11 15
新潟薬科大学 4 11 18
開志専門職大学 1
青山学院大学 4 5
亜 細 亜 大 学 3 2 5
桜 美 林 大 学 1 8
大妻女子大学 3 2 2

学 校 名 R2.3 卒業 R3.3 卒業 R4.3 卒業
学 習 院 大 学 1
神 奈 川 大 学 30 17 26
関東学院大学 3 15
駒 澤 大 学 3 10 3
近 畿 大 学 1
工 学 院 大 学 2 1
國 學 院 大 学 1 1 2
国 士 舘 大 学 2 3
芝浦工業大学 3 2
順 天 堂 大 学 1 2 5
成 蹊 大 学 5 1
成 城 大 学 1 1
専 修 大 学 7 13 13
大東文化大学 15 25 21
拓 殖 大 学 1
中 央 大 学 1 2 2
帝 京 大 学 4 4 4
東 海 大 学 17 20 10
東京家政大学 6 2 1
東 洋 大 学 25 26 31
獨 協 大 学 11 2
日 本 大 学 9 15 8
武 蔵 野 大 学 7 5 3
文 教 大 学 2 7 9
法 政 大 学 5 7 9
明治学院大学 1 7 5
東京電機大学 1 2
東京農業大学 8 4
東京理科大学 2 1
同 志 社 大 学 1 1
明 治 大 学 4 3 6
立 教 大 学 2

学 校 名 R2.3 卒業 R3.3 卒業 R4.3 卒業
立 命 館 大 学 1
立 正 大 学 1 6 2
そ の 他 135 127 207
私立大学合計 346 402 502

短　期　大　学
山形県立米沢女子短期大学 1
会津大学短期大学部 2
静岡県立大学短期大学部 1
公立短大　計 1 3 0
新潟青陵大学短期大学部 6 4 9
新潟中央短期大学 1 1 1
日本歯科大新潟短期大学 2 1
明倫短期大学 3
國學院大学栃木短期大学部 1 2
埼玉女子短期大学 2 1
上智大学短期大学部 1 1
東京家政大学短期大学部 2 1
東京成徳短期大学 1 1
日本大学短期大学部 1
鎌倉女子大学短期大学部 1 1
私 立 短 大 計 18 9 17
合 　 計 19 12 17

文部科学省所管外の大学校
防 衛 大 学 校 1
新潟職業能力開発短期 2
合 計 0 1 2

海外の大学
Gannon University(アメリカ) 1
合 　 計 0 0 1

過去５年間の進路状況 （令和４年4月１日現在）

（令和４年4月６日現在）過去３年間の大学・短期大学・大学校の合格状況
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ク ラ ブ
部員数 令和２年度の実績・活動内容など

活動場所
男子 女子 令和３年度の活動予定、内容など

テ ニ ス
（男子） 5 0

秋季地区大会出場　
5月春季地区大会　6月県総体　7月国体県予選　8月全国選抜県一次予選
9月秋季地区大会　県選手権　全国選抜県大会　

テニスコート

テ ニ ス
（女子） 0 22

春季地区大会シングルス３位　　秋季地区大会ダブルス３位　全国選抜県一次予選３位　　全国選抜県大会ベスト８
5月春季地区大会　6月県総体　7月国体県予選　8月全国選抜県一次予選
9月秋季地区大会　県選手権　全国選抜県大会　　

テニスコート

ソフトテニス 0 9 高校選抜県大会二次予選進出（ベスト８）
5月春季地区大会　6月県総体　 9 月秋季地区大会　 10 月県新人選抜大会　 11 月高校選抜県大会一次予選　 テニスコート

ソフトボール 0 19 春季地区大会 3位　県総体 3位　北信越大会出場
4月春季大会　6月県総体　9月秋季大会　10 月県新人大会 第一グラウンド

卓 　 　 球 13 7 秋季地区大会学校対抗男子３位、シングルス女子優勝県選抜学校対抗男女、シングルス女子２名、男子２名出場
5月春季地区大会　6月県総体　10 月秋季地区大会　11 月県選抜大会 第２体育館ギャラリー

バレーボール 0 22 全日本バレーボール選手権大会新潟県予選会ベスト 16
4 月秋季地区大会、5月県総体、10 月全日本選手権大会、11 月秋季地区大会　1月 1・2年生大会 第１体育館

バスケットボール
（男子） 31 8 秋季地区大会３位、ウィンターカップ新潟県予選ベスト 16

４月春季地区大会　５月県総体　１１月ウィンターカップ予選、秋季地区大会　　１月BSN杯　リーグ戦 第１体育館

バスケットボール
（女子） 0 14 春季地区大会優勝　ウィンターカップ県予選ベスト16

４月春季地区大会　６月県総体　９月北陸選手権　Ｕ１８リーグ戦　11 月ウィンターカップ予選、秋季地区大会　１月BSN杯 第１体育館

体 　 　 操 0 0 R4 年度より廃部

ダ ン ス 1 64 ６月県総体、８月長岡まつりふれあい広場、９月済美祭、11 月県ダンス発表会でのダンス発表
６月県総体、11 月県ダンス発表会　他、各種イベントや学校行事でダンス発表 第１体育館ステージ

陸 　 　 上 27 16

【全国高校総体インターハイ】　男子 400m ・男子 400mH・男子 4× 100 ｍ R　出場
【U１８日本陸上競技選手権大会】　男子 300 ｍ H　出場
【北信越高校総体】男子 400m第３位・男子 400mH第３位・男子 4× 100 ｍ R第６位・男子走高跳第９位・
　　　　　　　　 女子走幅跳第８位・女子棒高跳第９位
【北信越新人】男子 1500m第２位・男子三段跳第４位・男子 110mH 第６位
【県高校総体】男子のべ１２種目入賞、女子のべ５種目入賞
【新潟県高等学校秋季大会】男子のべ２種目入賞、女子のべ８種目入賞
【県高校駅伝】女子第８位
高校総体（県総体・北信越総体・インターハイ）と新人戦（県選抜・北信越新人）、ほか各種大会参加予定

市営陸上競技場

水 　 　 泳 13 15

【全国高校総体（インターハイ）】
　男子 50m自由形・男子 200m背泳ぎ・女子 50m自由形・女子 200m平泳ぎ　出場
【全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ春季大会】
　男子 50m自由形・男子 100m背泳ぎ・男子 100mバタフライ・男子 200m個人メドレー・女子 200m平泳ぎ　出場
【国民体育大会】
　少年男子Ｂ 100m背泳ぎ・少年男子Ｂ 200m個人メドレー
　少年女子Ａ 100m自由形・少年女子Ａ 200m平泳ぎ・少年女子Ｂ 50m自由形・少年女子Ｂ 100m自由形
　少年女子 高飛込・少年女子 3m飛板飛込　新潟県代表
【北信越大会】　男子総合　３位／女子総合　２位　（※女子 4× 200mフリーリレーは大会新記録にて優勝）
【県　総　体】　男子総合　２位／女子総合　２位
【地区大会】　男子総合　１位／女子総合　２位
５月 春季地区／６月 県総体／７月 北信越総体／８月 全国高校総体（ｲﾝﾀｰﾊｲ）／９月 国民体育大会、秋季地区、ほか全国ＪＯＣジュニア
オリンピック（夏季・春季）大会など各種大会参加予定

DPフェニック
スプール

登 　 　 山 13 5 県総体団体男子・女子出場
４月新人歓迎登山、５月地区大会、６月県総体、８月夏山合宿、９月地区大会、10 月秋山登山､ 1 月基本技術講習会

2棟東側階段
周回コース 等

野 　 　 球 25 9 第 144 回北信越地高校野球新潟県大会ベスト 16、第 145 回北信越地高校野球新潟県大会ベスト 16
前年度の成績を超え、初の甲子園を目指す。 第二グラウンド

バドミントン 32 40 秋季地区大会： （男子）団体 3位
5月春季地区大会、6月県総体、7月国体県予選、8月県１・２年生大会、11 月秋季地区大会、12 月県選抜大会　　 第２体育館

サ ッ カ ー 34 6 春季中越地区大会２位・秋季中越地区大会３位・県総体ベスト３２・高校サッカー選手権ベスト 32
春季中越地区大会・県総体・高校サッカー選手権・秋季中越地区大会・高円宮杯U-18 県リーグ 第一グラウンド

剣 　 　 道 2 1 2021 新潟県高等学校体育大会剣道競技会　男子団体 2 回戦進出（ベスト 32）　秋地区大会　女子団体 3 位（混成チームで出場）
5月春季地区大会、6月県総体、11 月秋季地区大会、1月 BSN大会 格技場

ハンドボール
（男子） 41 9 春季県大会第 3位、県総体第 3位、北信越大会出場、秋季県大会準優勝

４月春季県大会、６月県総体、６月北信越大会、７月インターハイ、１１月秋季県大会、２月北信越大会 第一グラウンド

ハンドボール
（女子） 0 35 春季県大会第 4位、県総体第 3位、北信越大会出場、秋季県大会第 2位

春季県大会、県総体、北信越大会、インターハイ、秋季県大会、北信越新人大会 第一グラウンド

文 　 　 学 0 4 令和３年度新潟県高等学校文芸コンクール俳句部門入選２名でした。毎週金曜日放課後にそれぞれ創作活動をしています。 図書館
生 　 　 物 2 4 季節や興味に応じて生物の採集や観察、飼育、研究を行います。また、長岡市の環境保全に取り組む市民団体と東山の整備作業を行っています。 生物教室
地 　 　 学 3 0 済美祭での自作プラネタリウムの上映を行うため、宇宙に関する学習を中心に行っています。また、天体以外でも地層の観察も充実させていく予定です。 部室・地学教室

英 　 　 語 2 5 ＡＬＴの先生と会話したり、ゲームをしたりして英語を楽しく学んでいます。昨年は韓国の生徒と Zoomを使って交流をしました。今年度
も交流を継続する予定です。また、新潟県のスピーチコンテストにも参加予定です。 133 教室

音 　 　 楽 9 48
新潟県吹奏楽コンクール高等学校Aの部　銀賞　/　NHK全国学校音楽コンクール第 2位
新潟県アンサンブルコンテスト　金管八重奏・サクソフォン四重奏　銀賞
中越ジョイントコンサート・第 6回定期演奏会出演　等

音楽教室

書 　 　 道 0 24
各種公募展、コンクールに向けての作品制作と書道パフォーマンス等の活動を行っています。
令和 3年度第 71 回新潟県競書大会「県知事賞」（県内第 1席）「新潟大学教育学部長賞」特別賞各 1名。特選 4名、準特選 15 名。　
「第 15 回全国高校生刻字展」本校全国 2位「団体準優秀賞」受賞。全国第 2席「準大賞」1名。優秀賞 24 名、秀作賞 36 名（含選択者）

書道教室

美 　 　 術 0 13 県や市の展覧会への出品、済美祭の作品展示などの活動をしています。地域の看板つくりにも協力しています。 美術室

写 　 　 真 1 17 R3 年度県写真専門部展　最優秀賞 1点、奨励賞 1点、入選６点。今年度も同専門部の撮影大会、専門部展（コンテスト）に参加予定。普
段は主に木曜日の放課後に活動しています。土日や長期休業中は校外に撮影に行きます。 新聞機関誌室

演 　 　 劇 0 5 令和３年度新潟県高等学校総合文化祭　演劇部門　優良賞
役者・演出・照明・音響・舞台美術・脚本等様々な分野の総合芸術です。文化祭・市内発表会の公演有り。 部室・特別教室

生 　 　 花 0 3 池坊の講師の先生から、月２回程度指導していただいています。済美祭や高文祭の生花展に出展しています。また、入学式や卒業式に、講
師の先生とともに玄関等に花を生けています。希望者は華道池坊のお免状を取得することもできます。 礼法室

琴 0 17 生田流の講師の先生から指導をしていただいています。新潟県高等学校総合文化祭での演奏のほか、済美祭などで演奏発表を行っています。
令和 3年新潟県高等学校総合文化祭日本音楽部門　奨励賞 礼法室

茶 　 　 道 0 13 済美祭のお茶会を主たる目標に礼法室にて茶道宗徧流のお稽古に励んでいます。各自が宗徧流の作法を身につけお茶会を運営できるよう、
校内ミニお茶会や校外での茶道ボランティア活動も行っています。 礼法室

漫 画 研 究 2 8 毎週火曜に活動しています。済美祭では活動を紹介する予定です。図書館広報のカットやイラスト制作も行います。 家庭クラブ室

放 　 　 送 3 9
日々の校内放送機材の準備、および各種コンテストへの参加 　
春　NHK杯高校放送コンテスト県大会ラジオドキュメント部門優勝
秋　新潟県高校放送コンテスト　ラジオドキュメント部門　第２位　アナウンス部門　６位

放送室・421 教室

軽 音 楽 2 17 済美祭でのステージ発表、校外でのイベント参加（不定期）。 済美会館
家庭クラブ 0 120 家庭クラブ研究、各種コンテストへの応募、学校家庭クラブ連盟主催研修会参加 家庭総合実習室

輝け!　青春!!　長岡大手の部活動
※部員数は令和 4年６月現在
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｜お問い合わせ｜
新潟県立長岡大手高等学校 創立120周年記念事業 実行委員会事務局 ☎0258-32-0008(月・水・金１０：００～１３：００）  E-mail : ohtedousoukai@eagle.ocn.ne.jp
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記念式典

同窓会総会
記念講演会・祝賀会

202210 15 土

大手高校のウェブ
サイトです。同窓会
バナーよりお進み
ください。

アオーレ長岡
アリーナ〒940-8501 長岡市大手通1丁目4番地10

シティホール
プラザ

〈記念講演会〉

株式会社オン・ザ・ライン 会長  西 茂弘 氏（全３１回卒）
〈同窓会総会〉

長岡大手高等学校（長岡高等女学校・研究科・長岡女子高
等学校・併設中学校・高等学校定時制・第二長岡高等学校）
同窓会総会を行います。

〈記念祝賀会〉
長岡グランドホテル １７：００～

〒940-0066 長岡市東坂之上町1丁目2番地1

書道部 音楽部ダンス部

長岡大手高校ダンス部、書道部、音楽部の
パフォーマンスも予定しております。

※新型コロナウイルス感染症等の影響、その他諸般の事情により関連行事の中止や延期、規模を縮小して開催する可能性がございます。

予定



〈新潟県立長岡大手高等学校 創立 120 周年記念事業並びに募金要綱〉

［記念式典・祝賀会］ 　令和４年 10 月 15 日㈯

　１　記 念 式 典 アオーレ長岡　14 時～

　２　記念講演会 アオーレ長岡　15 時 30 分～

　講師 　西　茂弘　氏（全 31 回卒）　
　　株式会社　オン・ザ・ライン　代表取締役
　　株式会社　ボードウォーク　代表取締役社長ＣＥＯ、他

　３　記念祝賀会 長岡グランドホテル　17 時 30 分～

　　　＊　同窓会総会はアオーレ長岡に於きまして 13 時から開催いたします。

［記念事業］

　１　内　　　容 趣意書のとおり

　２　目　標　額 2,000 万円

　３　募 金 金 額 一口 5,000 円

　　　＊　二口・10,000 円以上御寄附いただいた方には、後日、記念誌と寄附者名簿を
　　　　送付します。
　　　＊　３種類の払込用紙を同封しましたので、金額に応じて御使用ください。

《募金用３種類、会報協力金１種類ですので、お間違いのないようお願いします。》

　４　募 金 期 間 令和３年 12 月１日㈬～　令和５年３月 31 日㈮まで

　５　振 込 方 法 ・同封の払込用紙にて、郵便局・コンビニエンスストアでお振り込 
　みくださるようお願いいたします。

　６　そ　の　他 ・令和５年１月末日までに御寄附いただいた場合、氏名を寄附者名 
　簿に掲載いたします。

　　　＊　当該寄附金により購入した物品は新潟県に採納されます。

［問い合わせ先］
　　新潟県立長岡大手高等学校 創立 120 周年記念事業実行委員会事務局
　　〒940-0857　新潟県長岡市沖田 1-11　済美会館内
　　TEL・FAX　0258-32-0008 　 E-mail: ohtedousoukai@eagle.ocn.ne.jp

《注意》部外者が同窓生や高校職員の名をかたり、寄附金を騙し取ろうとすることが予想されます。御寄附
は所定の払込用紙を御使用くださるようお願いいたします。



趣　　意　　書

新潟県立長岡大手高等学校 創立 120 周年記念事業御協賛のお願い

～母校の記念事業にあなたも御参画ください～

謹啓　時下ますます御清祥の段、お慶び申し上げます。また、平素は格別の御高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。

　さて、長岡大手高等学校は、明治 36 年５月１日、新潟県古志郡立長岡高等女学校として

開校し、長岡女子高等学校、第二長岡高等学校、そして長岡大手高等学校との校名変更を経て、

昭和 49 年男女共学となり、令和４年度に創立 120 周年の節目を迎えることとなりました。

　この間、同窓の皆様から心温まる御理解と御支援を賜り、文武両道の県下の名門校として

成長することができましたことに、心より御礼申し上げます。卒業生も３万８千余名となり、

地元は言うに及ばず全国各地・各界において、大いに活躍しているところであります。

　この度、創立 120 周年を迎えるにあたり、これまでの発展を祝すとともに、今後のさらな

る飛躍を祈念いたしたいと考え、昨年から同窓会、後援会、ＰＴＡが中心となって創立 120

周年記念事業実行委員会を立ち上げ、記念事業の実施に向かって活動を行っております。今

回は引き続きのお願いとなり誠に恐縮に存じますが、更に内容を充実したものとしていくた

め、趣旨に御賛同いただき、記念事業に格段の御協賛を賜りますよう、心からお願い申し上

げます。

謹白

　令和４年７月吉日

新潟県立長岡大手高等学校創立 120 周年記念事業実行委員会
　　　　　委　員　長　　島津　太志（同窓会長、全 29 回卒）
　　　　　副 委 員 長　　丸山　勝総（後援会長、全 32 回卒）
　　　　　副 委 員 長　　曳田　竜介（ＰＴＡ会長）
　　　　　副 委 員 長　　佐藤　一彦（校長）
　　　　　副 委 員 長　　重山　靖浩（同窓会副会長、全 39 回卒）

　  
記念事業　　⑴　創立120周年記念誌の作成
　　　　　　⑵　教育環境整備
　　　　　　　　①　調理実習室への冷暖房設備設置
　　　　　　　　②　楽器購入　　③　トレーニング器具購入
　　　　　　⑶　その他



会　

長　

島
津　

太
志
（
全
29
回
）

副
会
長　

木
村　

佑
子
（
全
16
回
）

　

〃　
　

小
森　

幸
子
（
全
21
回
）

　

〃　
　

林　
　

良
紀
（
全
32
回
）

　

〃　
　

加
藤　

法
男
（
全
34
回
）

　

〃　
　

重
山　

靖
浩
（
全
39
回
）

監　

事　

高
見　

美
加
（
全
38
回
）

　

〃　
　

小
林　
　

薫
（
全
42
回
）

事
務
局　

勝
田
理
恵
子
（
全
29
回
）

　
　
　
　

市
川　

美
章
（
全
36
回
）

　
　
　
　

行
方　

恵
子
（
全
36
回
）

　
　
　
　

監
物　

裕
次
（
全
45
回
）

　
　
　
　

神
林　

貞
子
（
全
22
回
）

　
　
●
役
　
員

　
　
●
同
窓
職
員

　

今
年
度
よ
り
、
校
史
資
料

室
の
整
備
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
校

史
資
料
の
充
実
の
た
め
、
皆

様
の
お
手
元
に
あ
る
長
岡
高

等
女
学
校
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
の
関
連
資
料
を
お
譲
り

い
た
だ
け
る
と
大
変
有
り
難

い
で
す
。

　

特
に
、
戦
前
の
「
済
美
の

友
」「
卒
業
ア
ル
バ
ム
」「
同

窓
会
誌
」、
昭
和
２
〜
40
年

代
の
「
済
美
会
新
聞
」
な
ど

を
探
し
て
お
り
ま
す
。

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
際

は
、
事
務
局
へ
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

校
史
資
料
室
よ
り

令和３年度（2021年度）同窓会会計報告
単位：円

詳しい内容は長岡大手高校ＨＰ《同窓会》に掲載しております。

会報発送協力金（令和4年4月13日現在）
会報発送にあたっては、発送協
力金の納付が不可欠です。何卒
ご理解の上、協力金を納付くだ
さるようお願いいたします。

収入総額 支出総額 次年度繰越金

経 常 会 計 1,954,241 1,493,061 461,180

事 業 基 金 会 計 2,948,426 547,590 2,400,836

特別事業基金会計 3,011,175 99,000 2,912,175

周年事業積立金会計 3,946,487 3,696,475 250,012

入 金 件 数 1,515 件

金 　 　 額 2,914,992 円

発 送 経 費 3,004,480 円

　

今
年
四
月
に
伝
統
あ
る
長
岡
大
手
高

校
に
赴
任
し
、
新
潟
県
内
有
数
の
強
豪

校
で
あ
る
陸
上
競
技
部
の
顧
問
と
し
て

生
徒
と
共
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
六

月
の
北
信
越
総
体
を
終
え
、
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
八
月
に
行
わ
れ
る
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
二
名
の
出
場
を
決
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
入
賞
を
狙
い
、
全
国
の
強
豪
校
と
肩

を
並
べ
ら
れ
る
よ
う
な
勝
負
を
し
よ
う

と
選
手
と
共
に
意
気
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

本
校
陸
上
競
技
部
は
、
特
別
に
恵
ま

れ
た
環
境
下
で
活
動
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
特
別
な
活
動
を
し

て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
陸
上

競
技
部
の
強
み

は
歴
代
の
先
輩

方
か
ら
教
わ
っ

た
「
や
り
方
」

で
は
な
く
「
心

の
在
り
方
」
で

あ
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

日
々
の
練
習

は
他
校
が
驚
く

ほ
ど
の
声
量
と

気
持
ち
の
こ

も
っ
た
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
元

気
い
っ
ぱ
い
全

力
で
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
、
練
習
終
わ

り
に
は
一
日
を
振
り
返
る
た
め
黙
想
を

行
い
ま
す
。
生
徒
は
校
訓
で
も
あ
る「
済

美
」
の
精
神
を
追
求
し
な
が
ら
、
日
々

陸
上
競
技
と
向
か
い
合
い
、
自
分
自
身

と
向
か
い
合
う
中
で
「
心
の
在
り
方
」

を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

　

勝
負
の
場
面
で
美
を
済
す
た
め
に
も
、

私
自
身
も
生
徒
と
共
に
「
心
の
在
り
方
」

を
模
索
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
同
窓
生
を
は
じ
め
地

域
の
方
々
か
ら
も
応
援
し
て
頂
け
る
よ

う
に
元
気
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
毎
回
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
感
想
や
お
問
い

合
わ
せ
を
た
く
さ
ん
頂
き
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
前
回
寄
稿
い
た
だ
い

た
滋
賀
県
の
淺
井
様
は
縁
あ
っ
て
現

在
長
岡
市
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
報
が
ご
縁
の
一
助
と
な
っ
た
こ
と

を
喜
ん
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
ま
し

た
。
今
回
は
、
創
立
百
二
十
周
年
記

念
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
夢
を
カ
タ

チ
に
、
想
い
を
明
日
へ
」
と
い
う
こ

と
で
、
国
内
外
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
同
窓
生
を
特
集
し
ま
し
た
。
お
忙

し
い
中
、
快
く
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。

◎
住
所
等
の
変
更
は
、
電
子
メ
ー

ル
、
郵
便
、
電
話
で
受
け
付
け
ま

す
。
留
守
番
電
話
で
の
お
申
し
出

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◎
事
務
局
事
務
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

事
務
局
よ
り

長
岡
大
手
高
校
陸
上
競
技
部

「
心
の
在
り
方
」

令和４年新潟県高校総体陸上競技大会にて

陸
上
競
技
部　

顧
問

　

八　

木　

貴　

志

県
高
校
総
体
男
子
３
０
０
０
ｍ
障
害

に
て
優
勝
し
た
伊
佐
昂
大
（
３
年
）

北
信
越
高
校
総
体
男
子
１
１
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル
で
２
年
生
優
勝
を
果
た
し
た

大
久
保
然
（
２
年
）
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同
窓
生
だ
よ
り

同

　

私
が
長
岡
大
手
高
校
を
卒
業
し
、

50
年
に
な
り
ま
す
。
当
時
の
音
楽

の
先
生
は
、
厳
し
く
授
業
も
そ
う

で
し
た
が
、
特
に
音
楽
室
の
掃
除

の
時
は
、
と
て
も
緊
張
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
掃
除
の
時
間

に
放
送
室
か
ら
流
れ
て
い
た
曲
が

ポ
ー
ル
モ
ー
リ
ア
の
「
恋
は
水

色
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

曲
を
聞
く
と
懐
か
し
く
、
な
ぜ
か

掃
除
を
し
た
く
な
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
オ
ペ
ラ
歌
手
「
中
沢

桂
」
さ
ん
が
、
体
育
館
で
オ
ペ
ラ

を
披
露
さ
れ
た
事
も
鮮
明
に
憶
え

て
い
ま
す
。
卒
業
後
上
京
し
、

「
中
沢
桂
」
さ
ん
が
、
体
育
館
で

オ
ペ
ラ
を
披
露
さ
れ
た
事
も
鮮
明

に
憶
え
て
い
ま
す
。
卒
業
後
上
京

し
、
「
中
沢
桂
」
さ
ん
が
と
て
も

有
名
な
オ
ペ
ラ
歌
手
だ
と
知
り
ま

し
た
。
第
９
号
の
「
小
島
あ
や

め
」
さ
ん
も
そ
う
で
す
が
、
卒
業

さ
れ
た
先
輩
の
中
に
偉
大
な
す
ば

ら
し
い
方
々
が
お
ら
れ
る
と
い
う

事
は
、
と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
来
年
古
稀
を
迎
え
ま
す
。

第
９
号
の
表
紙
か
ら
「
令
終
」
と

い
う
言
葉
を
知
り
「
人
生
の
終
わ

り
を
全
う
す
る
。
」
と
い
う
意
味

と
の
事
。
と
て
も
心
に
残
る
言
葉

に
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
実
習
で
は
生
徒
の
皆
さ
ん

先
生
方
に
沢
山
助
け
を
い
た
だ
き
、

と
て
も
充
実
し
た
三
週
間
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
活
の
三
年
間
は
か
け
が

え
の
な
い
も
の
で
し
た
。
放
課
後

に
な
る
の
が
憂
鬱
で
仕
方
な
か
っ

た
部
活
動
、
な
ん
と
か
赤
点
を
回

避
し
よ
う
と
徹
夜
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
赤
点
を
と
っ
た
定
期
考
査
、

し
ん
ど
い
思
い
を
し
な
が
ら
完
走

し
た
東
山
大
遠
足
。
ど
れ
も
高
校

時
代
に
し
か
経
験
で
き
な
い
貴
重

な
も
の
で
す
。
戻
り
た
い
と
思
っ

て
も
戻
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
高

校
生
の
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
今
は
ち
ょ
っ
と
面
倒

な
こ
と
や
辛
い
こ
と
も
後
に
な
っ

て
後
悔
し
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し

い
で
す
。
私
自
身
も
今
し
か
で
き

な
い
こ
と
に
全
力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

長
岡
大
手
高
校
を
卒
業
し
１
年

以
上
が
経
っ
た
今
、
私
は
大
学
生

と
し
て
高
校
の
時
と
は
違
う
新
し

い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
大
学
に
入
学
し
た
当
時
は

ほ
ど
ん
ど
の
講
義
が
非
対
面
式
で

あ
り
、
対
面
の
講
義
は
運
動
を
行

う
と
い
っ
た
非
対
面
が
で
き
な
い

講
義
、
受
講
し
て
い
る
人
数
が
少

な
い
と
い
っ
た
感
染
の
リ
ス
ク
が

低
い
講
義
の
み
で
し
た
。
ま
た
大

学
は
人
が
ま
ば
ら
で
会
話
も
な
く
、

学
食
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
も
な
い

す
ご
く
暗
い
場
所
で
し
た
。

　

そ
し
て
今
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
数
も
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
大
学
で
も
少
し
ず
つ
対

面
の
講
義
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

同
じ
道
を
志
す
人
た
ち
と
同
じ
空

間
で
同
じ
講
義
を
受
け
る
と
い
う

本
来
の
大
学
生
の
あ
る
べ
き
形
が

と
て
も
新
鮮
で
素
晴
ら
し
く
感
じ

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
の

根
絶
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
感
染
症
に
対
応
し
た
新
た
な

生
活
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
刻

も
早
く
、
平
和
な
日
々
が
来
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
を
し
て
、
４
ヶ
月
程
の
月

日
が
経
つ
と
い
う
驚
き
と
時
間
の

経
過
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
は

現
在
、
高
校
ま
で
の
学
び
か
ら
大

学
へ
の
学
び
へ
と
転
換
し
、
様
々

な
出
会
い
や
経
験
一
つ
一
つ
に
新

た
な
刺
激
を
受
け
な
が
ら
大
学
生

活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
１
日
施
工
の
民
法
改

正
に
よ
り
、
成
年
年
齢
が
18
歳
と

な
り
、
私
た
ち
は
そ
の
初
年
度
に

あ
た
り
ま
す
。
成
人
を
機
に
、
契

約
の
締
結
や
国
家
資
格
の
取
得
が

可
能
に
な
る
な
ど
、
様
々
な
事
を

自
分
自
身
の
意
思
と
責
任
の
も
と
、

決
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
前
に
、

社
会
は
複
雑
さ
を
増
し
、
現
状
は

明
る
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
今
、
大
手
生
の
真
価

が
問
わ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

新
成
人
と
し
て
の
自
覚
と

大
手

生
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
続
け
、

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
日
常
が
戻
り
、
再

び
仲
間
と
集
え
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

同
窓
会
報
に
稿
を
と
言
わ
れ
、

か
れ
こ
れ
70
年
前
の
こ
と
を
思
い

出
す
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
私
た
ち

は
六
三
三
制
の
新
教
育
制
度
の
最

先
端
を
歩
い
て
い
た
。
久
し
ぶ
り

の
入
学
生
に
校
内
は
活
気
づ
い
た

と
い
う
。
あ
こ
が
れ
の
長
岡
高
女
、

で
も
制
服
は
な
く
、
み
ん
な
セ
ー

ラ
ー
服
に
白
い
大
き
な
三
角
ス

カ
ー
フ
を
結
ん
で
い
た
。
そ
れ
が

目
立
ち
上
級
生
か
ら
「
ネ
ク
タ
イ

族
」
と
い
う
徒
名
が
つ
い
た
と
か
。

入
学
式
で
の
よ
ろ
こ
び
の
言
葉
の

中
に
「
こ
の
よ
き
伝
統
を
こ
わ
す

こ
と
の
な
き
よ
う
に
、
鴨
居
に
あ

て
は
ま
ら
な
い
敷
居
は
い
か
よ
う

に
も
」
い
っ
た
こ
と
を
い
た
く
誉

め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
今
と
な
っ
て

は
隔
世
の
感
が
す
る
。
電
車
に
バ

ス
に
乗
り
継
い
で
の
通
客
。
好
奇

心
の
塊
だ
っ
た
。
島
崎
藤
村
や
水

島
あ
や
め
と
の
文
学
の
世
界
の
出

会
い
は
今
で
も
心
の
ふ
る
さ
と
で

あ
り
生
き
る
糧
で
あ
る
。

齋
　
藤
　
光
　
稀

（
全
七
三
回
）

佐
　
藤
　
　
　
諒

（
全
七
四
回
）

結
　
城
　
陽
　
平

（
全
七
一
回
）

山
　
形
　
繁
　
子

（
全
二
四
回
）

思
い
出
の
ひ
と
こ
ま

青
　
木
　
　
　
優

（
旧
姓
荒
川
）

（
全
五
回
）
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高
校
時
代
は
特
筆
す
べ
き
思
い

出
が
な
い
。
思
春
期
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
学
生
生
活
で
も
授
業
で

も
、
苦
し
い
こ
と
や
「
な
ぜ
？
」

と
疑
問
に
思
う
こ
と
が
多
か
っ

た
。
そ
れ
ら
を
押
し
殺
し
て
部
活

に
励
ん
だ
。
時
代
は
変
わ
り
、
今

は
も
う
少
し
疑
問
や
不
安
を
先
生

に
気
楽
に
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
。
長
距
離
通
学
で

車
窓
か
ら
の
田
園
風
景
や
信
濃
川

の
流
れ
が
四
季
折
々
に
素
晴
ら
し

く
、
ぼ
ん
や
り
眺
め
る
の
が
好
き

だ
っ
た
。
そ
の

時
間
の
な
ん
と

贅
沢
で
豊
か

だ
っ
た
こ
と
か

と
今
思
う
。

　

現
在
は
長
野

県
の
山
村
に
住

み
、
折
り
紙
活

動
を
し
て
い

る
。
７
歳
か
ら
始
め
て
途
切
れ
る

こ
と
な
く
続
け
て
い
る
。
折
り
紙

は
「
創
作
す
る
」
と
い
う
よ
り

「
見
つ
け
る
」
と
い
う
感
覚
が
強

く
、
何
か
を
見
つ
け
た
と
き
は
と

て
も
嬉
し
い
。

　

与
板
町
の
幼
馴
染
や
同
級
生
の

尽
力
で
、
来
年
５
月
に
ア
オ
ー
レ

で
の
展
覧
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　

昨
年
十
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
と
闘
う
新
潟
県
民
を
音
楽

で
応
援
し
よ
う
と
い
う
新
潟
日
報

社
の
「
希
望
の
音
魂
」
と
い
う
企

画
の
ご
依
頼
を
受
け
、
母
校
の
長

岡
大
手
高
校
で
三
年
生
の
前
で
演

奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

卒
業
式
以
来
久
し
ぶ
り
に
訪
れ

る
と
、
長
岡
大
手
高
校
は
変
わ
ら

ぬ
姿
の
ま
ま
私
を
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
校
内
を
歩
い
て
み
る
と
昔

の
面
影
を
見
つ
け
て
は
懐
か
し
さ

と
嬉
し
い
気
持
ち
が
押
し
寄
せ
て

き
て
、
泣
き
出
し
そ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
衝
動
を
抑
え
て
い
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
プ

ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
約

一
五
年
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が

コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
帰
国
し
ま
し
た
。

演
奏
中
は
そ
の
日
に
至
る
ま
で
の

様
々
な
思
い
が
重
な
り
涙
を
堪
え

ら
れ
な
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
様
と
て
も
温
か
く
迎
え
て
く
だ

さ
り
ア
ン
コ
ー
ル
ま
で
い
た
だ
き
、

私
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
の
人
生
の
糧
と

な
る
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
く
普
通
の
生
徒

だ
っ
た
私
が
こ
の
よ
う
な
形
で
母

校
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
夢

に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
人
生
を
歩
む
き
っ
か
け
を

く
れ
た
の
は
間
違
い
な
く
長
岡
大

手
高
校
で
の
幸
せ
な
学
生
生
活
で

し
た
。
個
性
を
大
切
に
し
て
く
れ

た
校
風
が
自
分
の
可
能
性
を
信
じ

る
力
へ
と
変
化
し
、
今
も
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
や
っ

て
み
た
い
こ
と
ば
か
り
。
自
分
を

信
じ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
ま
す
。

ピ
ア
ニ
ス
ト

　
　M

asum
i Y
am
am
oto

（
全
五
一
回
）

田
園
風
景布

　
施
　
知
　
子

（
全
二
一
回
）

2015 年　ドイツ
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私
は
長
岡
で
生
ま
れ
、
柿
町
か

ら
田
ん
ぼ
を
横
目
に
自
転
車
で
大

手
高
校
に
通
学
し
た
。
私
に
は

様
々
な
音
楽
の
素
養
が
あ
っ
た

が
、
恩
師
の
教
え
で
「
君
に
は
声

楽
家
に
な
る
べ
き
素
質
が
あ

る
」
と
お
尻
を
叩
か
れ
、
高

二
の
終
わ
り
頃
か
ら
た
っ
た

一
年
猛
勉
強
し
て
、
東
京
藝

術
大
学
声
楽
科
に
現
役
合
格

し
た
。
た
だ
ひ
た
す
ら
勉
強

し
て
の
合
格
に
私
も
家
族
も

周
囲
も
驚
い
て
い
た
。
父
が

近
所
で「
う
ち
の
せ
が
れ
が
藝
大

に
現
役
合
格
し
ま
し
た
よ
。」と

自
慢
し
た
ら「
声
楽
な
ん
て
道
楽

商
売
じ
ゃ
な
い
か
！
何
が
偉
い
っ
て

言
う
ん
だ
！
」と
言
わ
れ
た
と
伝

え
聞
き
、ピ
ュ
ア
な
18
歳
の
私
に
は

悲
し
く
響
い
た
。し
か
し
、そ
の
後

の
自
分
の
人
生
に
お
い
て
、怒
り
の

導
火
線
に
火
が
付
き
、か
え
っ
て

発
奮
材
料
と
な
っ
た
。

　

中
澤
桂
さ
ん
は
東
京
音
大
で
教

鞭
を
取
り
な
が
ら
演
奏
活
動
し
て

い
た
し
、
恩
師
で
あ
る
平
野
忠
彦

先
生
は
藝
大
で
教
え
な
が
ら
オ
ペ

ラ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
と
大

活
躍
だ
っ
た
。
こ
の
業
界
の
諸
先

輩
の
例
の
よ
う
に
、
私
は
音
大
教

授
を
し
な
が
ら
オ
ペ
ラ
の
舞
台
で

活
躍
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
、
と

決
意
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

大
学
だ
け
で
は
勉
学
が
足
り
ず
、

同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
も
博
士

課
程
も
修
了
し
て
博
士
号
取
得
し

た
。
在
籍
中
に
は
九
ヶ
月
モ
ス
ク

ワ
に
留
学
、
博
士
課
程
修
了
後
に

は
イ
タ
リ
ア
に
約
九
年
留
学
し

た
。
海
外
の
オ
ペ
ラ
演
奏
体
験
と

い
う
の
は
な
か
な
か
得
難
く
、
ま

さ
に
貴
い
音
楽
が
国
境
も
言
葉
も

超
え
て
文
化
交
流
に
よ
り
心
が
通

じ
合
う
も
の
で
あ
る
。
２
０
０
６

年
か
ら
日
本
に
引
き
揚
げ
、
東
邦

音
楽
大
学
院
教
授
で
後
進
を
育
て

な
が
ら
、
新
国
立
劇
場
、
二
期

会
、
藤
原
歌
劇
団
等
、
ま
さ
に
私

が
18
歳
の
時
に
想
定
し
た
通
り
の

人
生
を
歩
ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

の
時
代
で
も
、
感
染
対
策
を
し
っ

か
り
と
と
り
な
が
ら
、
稽
古
や
本

番
に
取
り
組
み
、
オ
ペ
ラ
で
は
100

を
超
え
る
役
柄
に
出
演
で
き
た
。

　

そ
し
て
今
年
四
月
か
ら
は
東
邦

音
楽
大
学
大
学
院
研
究
科
長
に
任

命
さ
れ
た
。
大
き
な
役
職
で
も
、

私
は
次
世
代
の
学
生
達
に
優
し
く

励
ま
し
な
が
ら
伝
統
音
楽
を
継
承

し
つ
つ
、
あ
く
ま
で
私
は
二
刀

流
、
「
教
育
者
」
と
「
オ
ペ
ラ
歌

手
」
の
二
つ
の
顔
を
持
つ
人
生
を

突
き
進
む
所
存
で
あ
る
。

　

初
め
ま
し
て
。
㈱
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｔ

Ｗ
Ｏ
代
表
取
締
役
／
映
画
監
督
の

高
野
で
す
。
創
立
120
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
機
会
に
取
り
上
げ
て
頂
け

る
こ
と
、
誠
に
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
２
０
０
６
年
卒
生
で
、
気

が
付
け
ば
、
あ
の
時
の
ち
ょ
う
ど

２
倍
の
年
齢
な
の
で
す
ね
。
卒
業

後
は
大
学
進
学
で
大
阪
、
そ
し
て

米
国
で
10
年
の
生
活
と
、
地
元
の

外
に
い
る
期
間
が
長
い
の
で
す
が
、

辛
い
事
ば
か
り
で
し
た
。
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
は
ビ
ザ
援
助
を
餌
に
半

年
間
タ
ダ
働
き
さ
せ
ら
れ
た
り
、

ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
っ
た
り
。
不
安

と
恐
怖
で
心
休
ま
る
瞬
間
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
過
酷
な
環
境
の
中
で

挑
戦
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
い
つ

で
も
自
分
の
存
在
を
肯
定
し
て
く

れ
る
故
郷
の

存
在
と
、
親

か
ら
毎
日
も

ら
う
バ
ス
賃

を
浮
か
せ
る

た
め
に
自
転

車
で
15
分
の

道
を
降
り
し

き
る
雪
の
中
、
徒
歩
１
時
間
か
け

て
通
い
続
け
た
こ
と
で
生
ま
れ
た

不
屈
の
精
神
が
あ
っ
て
こ
そ
で
し

た
。

　

そ
し
て
、
人
生
と
は
不
思
議
な

も
の
で
、
こ
の
コ
ロ
ナ
期
に
こ
の

地
元
長
岡
で
映
像
制
作
会
社
を
創

業
す
る
な
ん
て
、
進
路
相
談
の
時

に
想
像
出
来
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

今
は
小
学
生
み
た
い
に
人
に
会
う

度
、
夢
を
語
っ
て
い
ま
す
。
高
校

当
時
の
方
が
幾
分
か
大
人
だ
っ
た

よ
う
な
気
さ
え
し
ま
す
ね
。
と
い

う
こ
と
で
、
私
は
い
つ
か
、
映
画

監
督
と
し
て
カ
ン
ヌ
に
行
き
ま
す
。

レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
大
手
体
操

を
す
る
私
を
笑
っ
て
や
っ
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
大
手
体
操
を

踊
り
た
い髙

　
野
　
　
　
宙

（
全
五
八
回
）

声
楽
家
へ
の
道

佐
　
藤
　
泰
　
弘

（
全
三
四
回
）
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思
い
が
、
出
会
い
に
よ
っ
て
実
現
す
る
。

そ
ん
な
場
所
に
な
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も

顔
晴
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
い
で
く
だ
さ

い
。

　

地
元
銀
行
を
退
職
し
自
宅
の
近
く
に
あ

る
築
１
０
０
年
以
上
に
も
な
る
大
正
時
代

の
古
民
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
、
お
食
事

会
や
料
理
教
室
、
エ
ス
テ
、
ス
ト
レ
ッ
チ

や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
な
ど
各
種
教
室
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る「
千
の
て
ら
す
」を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

私
の
母
は
料
理
が
上
手
で
、
母
の
手
料

理
で
い
つ
も
励
ま
さ
れ
元
気
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
今
度
は
私
が
そ
れ
を
受
け
継
い

で
皆
さ
ん
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

な
ぁ
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

今
の
お
母
さ
ん
達
は
仕
事
も
し
な
が
ら

の
育
児
で
、
と
て
も
忙
し
い
の
で
、
少
し

E-m
ail ohtedousoukai@

eagle.ocn.ne.jp

編
集
・
発
行　

長
岡
大
手
高
等
学
校
同
窓
会

　
　
　
　
　
　

〒
９
４
０ｰ

０
８
５
７
長
岡
市
沖
田
１ｰ

11　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
８ｰ

32ｰ

０
０
０
８

受
付
時
間  

月
・
水
・
金
曜
日
10
：
00
〜
13
：
00
不
在
の
際
は
留
守
番
電
話
を
ご
利
用
下
さ
い
。

発
行
責
任
者　
長
岡
大
手
高
等
学
校
同
窓
会
会
長  

島
津　

太
志

印　
　
　

刷　

株
式
会
社  

中　

越

ふ
る
さ
と
長
岡
で
は
今…

…
　

大
学
卒
業
後
に
東
京
で
高
校
教
員
を
し

た
あ
と
、
生
ま
れ
故
郷
の
旧
越
路
町
浦
に

Ｕ
タ
ー
ン
。
50
歳
を
迎
え
た
頃
、
習
い
ご

と
や
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
、
カ

フ
ェ
な
ど
を
備

え
た
交
流
の
場

「
千
の
森
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
ダ
ン

ス
や
書
道
、
英

会
話
に
ピ
ア
ノ

教
室
な
ど
毎
日

い
ろ
ん
な
方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
11
年

目
に
な
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
様
々
な
こ
と
に
興
味
を
も

ち
、
空
手
に
フ
ル
ー
ト
、
ギ
タ
ー
に
民
謡

な
ど
、
い
ろ
ん
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
、
素
晴
ら
し
い
先
生
や
素
敵
な
仲
間
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
出
会
い
は
、
未
知
の
自
分
の
発
見
に
つ

な
が
り
、
新
た
な
可
能
性
の
発
掘
で
も
あ

り
ま
す
。
人
と
人
が
出
会
い
、
縁
が
紡
が

れ
て
新
し
い
価
値
を
創
造
し
喜
び
を
提
供

し
て
い
く
。
来
ら
れ
る
理
由
は
ひ
と
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
楽
し
い
循
環
が
で
き
る
千

の
森
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
千
の
森
で
つ
な
が
っ
た
人
た
ち

が
、
別
の
場
所
で
も
活
き
活
き
と
活
躍
し

て
く
れ
る
と
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
人
の

で
も
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
ま
た

気
持
ち
を
ラ
ク
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
B
照
ら
さ
れ
る
C
場
所
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い
が
、「
千

の
て
ら
す
」
と
い
う
名
前
の
由
来
で
す
。

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
は
、
こ

の
場
所
で
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
、
こ
れ

か
ら
何
か
を
目
標
に
が
ん
ば
る
人
を
応
援

し
た
い
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
る
よ
う

に
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
千
の
て
ら
す
で
は
、
素
敵
な
人
た
ち

と
の
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
私
自
身

も
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら

も
、
皆
さ
ま

か
ら
喜
ん
で

い
た
だ
け
る

イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ

遊
び
に
き
て

く
だ
さ
い
。

　
長
岡
市
浦
で
古
民
家
を
活
用
し
カ
フ
ェ

や
貸
ホ
ー
ル
、
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
な
ど
趣

味
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
「
千
の
森
」

を
運
営
し
て
い
る
青
柳
忠
浩
さ
ん
（
全
31

回
）
と
、そ
の
奥
様
で
青
柳
紀
子
さ
ん
（
旧

姓
遠
藤
・
全
34
回
）
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
紀
子
さ
ん
は
「
千
の
森
」
の
近
く

に
料
理
教
室
や
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を

応
援
す
る
場
「
千
の
て
ら
す
」
を
オ
ー
プ

ン
。
今
は
、ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ロ
ン
や
ヨ
ガ
、

エ
ス
テ
、
お
食
事
会
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

千
の
森
で
つ
な
が
る
仲
間
が

未
来
を
つ
く
る

千
の
森
　
青
　
柳
　
忠
　
浩

（
全
三
一
回
）

み
ん
な
が
B
照
ら
さ
れ
る
場
C
に

な
り
ま
す
よ
う
に

　
　
千
の
て
ら
す
　
青
　
柳
　
紀
　
子

（
旧
姓
遠
藤
）

（
全
三
四
回
）

千の森ホール

篠笛の先生に習う
喫茶スペースでわいわいと

笹崎シェフの出張ランチ

親子でピラティスレッスン千のてらす


